
■支援の背景
道内ものづくり企業において、魅力ある製品を開発するためには開発初期段階からのデザイン

活用が有効との認識が拡がりつつあります。しかし、社内デザイナーを抱える企業はほとんどな
く、多くの企業が外部デザイナーとの連携も未経験のため、デザイン導入・活用のきっかけとし
て、製品開発初期段階のデザイン導入プログラムを体験してもらうことが有効と考えました。

そこで、ノンデザイナーでも実践できるデザイン開発技術を学べる「デザイン開発力向上講座
～つくりながら考える製品デザイン～」を企画・実施しました。

■支援の要点
１．デザイン思考のアプローチを参考とした６ヶ月間のハンズオンプログラム
２．ノンデザイナーでも取り組める、紙や段ボールを用いた簡易試作などの手法習得
３．デザイン試作、パンフレットによる製品企画案の具体化

■支援の成果
１．本講座を3カ年実施（令和3 ～ 5年）し、ものづくり企業10社が参加しました。各社それぞれ

製品企画案をまとめることができました。
２．事後アンケートでは参加企業の8割が本講座で体験したデザイン開発技術を自社の製品開発に

取り入れたいと回答しており、プログラムの有効性を確認できました。
３．講座修了後も引き続き製品化に向けた開発支援を継続しています。
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